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	一緒にお仕事をするようになって数ヶ月ですが、テキパキといろいろなことをこなしてくれて、毎日とても助けられています。 落ち着いた雰囲気の中に、ときどき見せるユーモアさを、一緒に大笑いしながら、楽しく過ごしています。 いろいろなことに気付き、さりげなく助けてくれる心強い存在です。 いつもありがとうございます！
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	Q天王台園の魅力は？をお聞きしてきました！
	天王台園はJR天王台駅から徒歩３分の静かな住宅街の中にあります。 周辺には公園や神社もあり、子どもたちは電車を見ながらお散歩を楽しんだり公園で思いきり体を動かして遊んだりと、身近な環境の中でのびのびと毎日を過ごしています。 また幼児教室や運動会・発表会に向けた活動など、子どもたちが気持ちを引き締めて取り組む時間も大切にしています。 食育では開園から続けている味噌造りの他、運動会の演目に絡めたクッキングやうどん作りなど、新たな取り組みにも挑戦しました。 季節を感じる、日々の活動の一コマを写真で紹介します！
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	節分の豆まき行事を通して、子どもたちが日本の伝統行事に触れながら、季節の移り変わりを感じる良い機会になったと感じています。 鬼が登場したときには驚いて泣いてしまう姿もありましたが、友だちや保育者と一緒に「鬼は外、福は内」と声を出しながら豆を投げることで、少しずつ勇気を出して取り組む姿が見られました。 怖さや不安を先生やお友だちと一緒に乗り越えたり、みんなで同じ体験を共有したりすることも、子どもたちの成長につながる大切な経験だと改めて感じました。 今後も、季節の行事を大切にしながら、子どもたちの心の育ちにつながる保育を行っていきたいと思います。



